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1.序
 現 伝す る朝 鮮 司 訳 院 刊 行 の 清 学 書(滿 洲 語 学書)に は 、滿 洲 語 を ハ ン グ ル に よ っ
て 表 記 して い る 部分 が 見 られ る が 、 この 滿 洲 語ハ ン グ ル 表 記 は 、 当 時の 滿 洲 語 の 発
音 を うか が い 知 る う えで 、貴 重 な 資 料 を提 供 す る もの と考 え られ る 。本 論文 は 、 こ
れ ち 清学 書 に お い て 、滿 洲 字eに2通 りの ハ ングル 表 記 が な さ れ て い る現 象 を と り
あげ 、 これ が 当時 の 滿 洲 語 の 発 音 上 の ちが い を示 す もの で あ る こ と を主 張 した もの
で あ る 。
 清 学 書 に 現 れ た 涌 洲 語 ハ ン グル 表 記 は 、体 裁上 、大 き く 、 次 の 二 種 に 分 け る こ と
が で き る 。
(1>滿 文 に 併 記 され た ハ ン グル 表 記 。
これ は 、 基 本 的 に 、滿 文 に 対 す る表 音 を意 図 して 施 され た も の と思 わ れ る 。 こ
れ には 、読 本 類(「 小 児 論 」 、 「八歳 児 」、 「清 語 老 乞 大 」 、 「三 譯 総 解 」)と 、
1漢 清 文 鑑 」の 見 出 し語 に 付 され た ハ ング ル表 記 が 該 当す る。
(2>滿 文 が な く、ハ ン グ ル 表 記 のみ が あ る もの 。
 これ は 、 滿 洲 語 の 発音 を示 す だ け で は な く、 元 の 滿 洲 字 の 復 元 を可 能 とす る こ
と を も意 図 して 書 かれ た もの と思 われ る 。この 種 の ハ ン グ ル 表 記 は 、各 滿 洲 文 字
と転 写 ハ ン グ ル が 概 ね1対1に 対 応 す るよ うに 配 慮 が な され 、ハ ング ル28字 母 を
も って は 表 せ な い滿 洲 字 の 区 別(例 えばrと1の 区 別)に つ い て は 、特 別 の 区分
符 を施 す な ど 、 よ り転 字 的 な 性 格 が 強 め られて い る 。 こ れ に は 、 「同文 類 解 」 と 、
「漢 清 文 鑑 」の 細 注 のハ ング ル 表 記 が 該 当す る 。
(2)の 滿 文 が 併 記 され て いな い ハ ング ル 表記 は 、上 述 の とお り 、概 ね 、各 滿 洲
字 と転 写 ハ ン グ ル が1対1に 対 応 す る よ うに 作 られ て い る が 、 若 干 の文 字 に っ い て
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は 、複 数 の 滿 洲 字 が1つ の ハ ン グル に対 応 す るこ と が あ る 。 例 えば 、 「同文 類 解 」
で は 、滿 洲 字 蓉が 連 続 して 現 れ る場 合 に 、 薩 の 蓉は ざ と転 写 され るが 、 この ハ ン グ
ル 表 記 は 、 惹iお よ び 特 殊 字 母のsyの 転 写 に も用 い られ る.
1)a惹 巻ambi:ol-∠ .。茗 りi(動 く)[同 文 類 解=上/29aI
2)削bRh・ ・ム。 飼(謝[1司 文 類 解 ・上/42・ 」
3)・y§ ・bithe・ ム.奇 幽 α 闘書)[同 文 類 解 ・上/42・ 亅
この よ うな 場 合 に お い て は 、当該 の ハ ン グル 表 記 が 果 して ど の 満 洲 字 に 対 応 す る も
の で あ る か を 、 に わ か に は 判 断 で きな い こ と もあ り得 る .以 上 の 理 山 か ち、 本 論
文 に お い て は 、 そ れ ぞ れ の ハ ン グル 表 記 に対 応 す る滿 洲 字 が 明 記 され て い る(1)
の 資 料 の み を考 察 の 対 象 と し、(2)の 資 料 に つ い て は 、後 日の 課 題 とす る こ と と
した 。
 上 に述 べ た と こ ろ の よ うに 、(1)の 部 類 の ハ ン グ ル 表 記 は 、併 記 され た 滿 文 の
発 音 を 表す こ と を 日 的 と して付 され た と予 測 され る もの で あ る が 、 これ ら資 料 を全
般 的 に観 察 して み る と 、 そ れは 、必 ず し も 、 当該 単 語 の 発 音 を 、実 地 に清 人 に 当た
って 、直 接 間 い た と お りに 書 いた と い う もの で は な く 、併 記 され た 滿 文 の 字 母 … つ
一 っ に 、 機 械 的 に ハ ン グル を代 入 して 得 られ た もの で は な い か と い う感 想 を 得 る 。
その ハ ン グ ル 表 記 は 、併 記 され て い る滿 文 の 語 形 に 、極 め て よ く一 致 す る 。 例 え ば 、
1三 譯 総 解 」 に お い て、 そ の滿 文 は 、時 に 、 同 一 の 単 語 に 対 して 異 な った 語 形 を示
す こ とが あ るが 、 こ の よ うな場 合 に も、 その ハ ン グル 表 記 は 、 そ れ ぞ れ 、 併記 され
た 滿 文 の 語 形 に した が って い る 。
4)d・me・ ヱ 男d・ ―m・(越 え て)[4/1・ 川
5)d・ ・me・ 勿 ブd・ ・-111・(越 え て)【3/16・/21
6)・i・99…d・ 昭 そ 切 ・ig-・ ・nd・(上`・)【2/1・ ・/31
7)・ 」 ・99・d・ 昭 初 ・ig… ・u―d・(上`・)― 〃13・ 川
要す る に 、(1)の 部 類 に 属す る 資 料 と雖 、 その 滿 洲 語 ハ ン グ ル 表 記 は 、 概 ね 、併
記 され た 滿 洲 文 字 をた だ 単 にル丶ン グ ル に 置 換 えた だ け の もの で 、極 め て 転 字 的 な 性
格 が強 く 、滿 洲 語 の 発 音 に 関 して 独 自の 情 報 を提 供 す る も の で は な い 。
 しか し 、第3章 に お い て 述べ る とこ ろ の よ うに 、 あ る滿 洲 字 に 対 して は 、 場 合 場
合 に よ って 、 い くつ か の 異 な る ハ ング ル 表 記 が 見 られ る こ と が あ る 。 この よ うな 場
合は 、 あ る い は 、 滿 洲 字 の 字 面 に は 現れ えな い よ うな 滿 洲 語 の 発 音 の 区別 を 表 した
もの で あ るか も知 れ ず 、考 察の 対 象 とな り え よ う。本 論 文 は 、 そ の よ うな 、 転 写 ハ
ングル の … 様 さ を欠 いて い る特 殊 な場 合 の 中 か ら 、 特 に 、滿 洲 字eに 対 して2通 り
の ハ ン グ ル 転 写 が 行 わ れ て いる現 象 を と りあ げ 、 考察 を加 え た もの で あ る 。
2.資 料
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 本 論 文 にお い て 、考 察 の 対 象 と した 資 料 は 、読 本 類 に 属 す る と こ ろ の 「清 藷 老 乞
大 」 ・ 「三 譯 総 解 」 ・ 「八 歳 児 」 ・ 「小 児 論 」の4者 で あ る 。 涌 文 に 併 記 され た 満
洲 話 ハ ン グル 表 記 の 資 料 と して は 、前 章で 述べ た よ うに 、 こ の ほ か に 「漢 清 文 鑑 」
の 見 出 し語 が あ るが 、 こ の 資 料 につ い て は 、まだ 調 査 を 完 了 して い な い の で 、 本論
文 で は 取 扱 わ な い 。 い ま 、木 論 文 で 取 扱 った 前4者 の 資 料 の 書 誌 的 概 要 を略 記 す る
と以 ドの と お りで あ る 。
(1)「 清 語 老 乞 大 」8巻
 現 伝 の 版 本 は 、乾 隆30年 乙酉 く1765)す な わ ち英 租41年 に,清 学 訳 官 金 振 夏 の 監
修 に よ って 平 壌 監 営 か ら重 刊 され た もの で あ るが 、 そ の 原 刊 本 は 、 朴 昌 裕等 の 損 財
に よ って 、康煕42年 癸 未(1703)す な わ ち 粛 宗29年 の9月 に 、以 下 の1―三 譯 総 解 」 ・
「八 歳 児 」-「 小 児 論 」 と共 に、開 同 され た 。 しか し 、 本 書 が そ の 以 前 に既 に 出
来 上 が っ て い た こ とは 、 「通 文 館 志 」(2巻)科 挙 清 学 の 注 に
「初用 千 字 文 ・兵 書 ・小 皃 論 ・三 歳 皃 ・自侍衛 ・八 歳 皃 ・去 化 ・ヒ歳 皃 ・仇 難.
卜二 緒 國 ・貴愁 ・呉 子 ・孫 子 ・太 公 尚 書 並 十 四 冊 、 兵 燹 之 後 只 有 仇 難 ・去 化 ・尚
書 ・八 歳 見 ・小 兒 論 五 冊 、 故抽 七 處 冩 字 以1隹漠 學 冊 數 、康 煕 甲子 始 用 新 飜 老 乞 大 ・
三 譯 総 解 、而 前 冊 仇 難 ・去 化 ・尚 書 訛 於 時 話 故 並 去 之 、 見 啓 辭 謄 録 」
(下 線 は 引 用 者 、以 下 同様)
と、康 煕 甲 子 〔1684)に 本 書 が 始 め て 用 い られ た とい う記 事 が 毘 て お り、 また 「三 譯
総 解 原 序 」に
「今 上即位之 七年庚 甲老峯 閔相國堤擧譯院 、以繼黯 所 刪書字少語 不廣無以會 其通
櫨 鰻 、令崔厚澤 李箴 李舶 等動 ・釐正、冊怯 化 ―仇難 尚書三冊而取清
 書 三 国 志 、相 與 辧 難 、作 為 三 譯 総 解 十 巻 、又 解 漢 語 老 乞 大 、為 清 語 老 乞 大 八 巻 」
と 、粛 宗 即 位 七 年 庚 申(1680)に は既 に 本 書 編簒 の 計 画 が 進 め ちれ て い た と記 され て
い る こ とか ら 、確 認 で き る 。 「清 語 老 乞 大 」が開 刊 ・改 刊 され た 理 由 は 、
1)開 刋:上 掲 の 「通 文 館 志 」の 記 事 に 、以 前の 用 書 が 「訛 於 時 話 」で あ った とあ
り、 ま た 上 掲 「三 譯 総 解 原 序 」に 、 「以 繼 黯 所 刪書 字 少 語 不 廣 無 以 會 其 通 而 盡 其 變 」
と記 され て い る こ と 、 ま た 、
2)改 刊:「 清 語 老 乞 大 新 釈 序 」 に
「若老乞大則 始出於丙 子後我人東還者之因語生 解 、初 無原本 之依倣者 、故 自初 已
不 免齟齬生渋 、而今過 百季又有古今之異 、假使熟 於此 書亦無益 於通話之 實、従事
本 學 者 多病 之 、庚 辰 咸 興 譯 學 金 振 夏 因 開 市 往留 會 寧 、與 寧 古 塔 筆 帖 式 、質 問 音 義 、
辧 明 字 畫 、凡 是 書 之 徑 庭 者 改 之 、差 謬 者 正 之 、 翌 季 開 市 時 復 質 焉 、則 皆 以 爲 與 今
行 話 一 一 吻 合 、 自此 諸 譯 無 所 患 於 舌 本 之 間 強 」
とあ り、i重 刊 三 譯 総 解 序 」 に
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「顧 清 語 在今 諸 方 語 為 用 最 緊 、 而舊 有 老 乞 大 ―三 譯 総 解 諸 書 、 歳 月浸 多 、巻 帙 散
逸 、字 句 音釋 亦 不 無 古 今 之 異 、學 者 病 之 、金 公 振 夏 以 善 清 語 名 、先 以 老 乞 大 就 質
於 清 人 之 習 其 書者 、 筵 白而 刊 行 之 、継 又 考 校 三 譯 総 解 、 刪 其 訛 誤 、獲 成 全 書 」
と 、明 記 され て い る こ とに 求め る こ とが で き よ う。 す な わ ち 、古 い 語法 を そ の 当時
の 語 法 に 改 め 、 ま た 語 彙 を拡 充 して 実 地 の 通 話 に 不 足 の な い よ うにす る ため で あ っ
た と考 え られ る 。 この こ とは 、朝 鮮 司訳 院 訳 学 設 置 の 所 以 が 四方 の語 に通 じ事 大 交
隣 す る と い う極 め て 実 用 的 な と こ ろ にあ った こ と か ら 、 容 易 に理 解 され る こ と と言
わ ね ば な らな い 。
 「清 語 老 乞 大 」の 成 立 に お いて 、特 記 す べ き こ とは 、 こ れ が 、元 来 、 既 製 の 滿 文
テ キ ス ト を底 本 と して 作 られ た もの で は な く 、朝 鮮 に お い て 独 自 に翻 訳 ・編 纂 され
た と い う点 で あ る 。 そ の こ とは 、上 掲 「清 語 老 乞 大 新 釈 序 」 に 、
「若老 乞人則 始出於 丙子後我人束還者之因語生解 、初 無原木之依 倣者 、故 自初己
不免 齟齬生渋 」
と 、明 記 して お り 、 ま た 、 「三 譯 総 解 原 序 」 に 、
 「解 漢 語 老 乞 大 、為 清 諾 老乞 大 八 巻 」
と 、漢 語 の 老 乞 大 を翻 訳 して作 った こ と を伝 えて い る こ とか ら知 るこ とが で き る 。
(2)「 三 譯 総 解 」10巻
 現 伝 の 販 本 は 、乾 隆39年 甲午(177の に 、金 振 夏 に よ っ て 重 刊 され た もの で あ る
が 、 そ の 原 刊 木 は 、 「清 語 老 乞 大 」等 と共 に1703年 に 刊 行 され た 。 しか し 、本 書 も
また そ の 以 前 に既 に 出 来 上 が って いた こ とは 、上 掲 の 「通 文 館 志 」(2巻)科 挙 清
学 の 注 ・及 び 「三 譯 総 解 原 序 」の 記 載 に よ って 確 認 で き る.本 書 の 開 刊 ・改 刊 の 理
由 もま た 、上 に 述 べ た 「清 語 老 乞 大 」の それ と略 々 同 じ もの と考 え られ る 。
「三 譯 総 解 」は 、 そ の 原 序 に 、
「而 取 清 書 三 國 志 、 相 與 辧 難 、作 為 三 譯 総 解 十 巻 」
とあ る よ う に 、滿 洲 語 に 翻 訳 され た 三 国 志(演 義)を 底 本 と して 作 られ た こ とは 明
らか で あ るが 、そ れ が 、果 た して 、 どの 版 ・稿 本 で あ つ た か は 、未 だ詳 らか に され
て いな い 。三 国 志 演 義 の 滿 洲 語 翻 訳 には.お よ そ2種 類 の 版 本(順 治7年(1650)
刊行 の 滿 文 本 と 、雍 正 年 間 刊 行 と思 わ れ る滿 漢 合 璧 本)が あ るが 、筆 者 が 、 「三 譯
總 解 」の 溝 文 を 、 こ の 両 版 本 と対 照 して み た と こ ろ 、 「三 譯 総 解 」の 滿 文 の 内 容 ・
語形 等 は 、 概 ね 前 者(滿 文 本)と 一 致 す る こ とが 確 認 さ れ た 。 した が っ て 、 「三 譯
総解 」の 底 本 とな っ た の は 、お そ ら く、前 者(滿 文 本)の 方 で あ っ ただ ろ う と考 え
られ る 。た だ 、 「三 譯 總 解 」の 満 文 は 、 その 底 本(満 文 本)の 内容 ・語 形 等 を そ っ
く りそ の ま ま 踏 襲 して い る わ けで は な く 、 と ころ ど こ ろ 、 底 本(満 文 本)と 相 異 を
示 す 部 分 が 見 出 だ され る 。 本 論文 の筆 者 は 、 この よ うな 底 木 との 相 異 が 生 じた 主 な
一20―
る原 因 は 、 「三 譯 總 解 」が 朝 鮮 司 覲 院A2盤 いて 編 纂 さ れ る 際 に 、 その 庭 本(満 文 本)
が 依 拠 した もの[嘉 靖 本]と は 異 な る版 に属 す る 、三 国 志 演 義 の 漢 文 版 本[お そ ら
く李 卓 吾本 に 類 す る 版 本]を 参 照 して 、独 薗の 改 変 が 行 わ れ た た め で あ ろ う と推 測
す る 。 す な わ ち 、 「三 譯 總 解 」 とそ の 底 本(満 文 本)の 間 に相 異 が 見 られ る 部 分 に
お い て 、底 木(満 文 本)の 方 は 嘉 靖 本 の 内容 に一 致 す る の に対 し、 「三 譯 總 解 」の
方は 李 卓 吾 本 の 内 容 に 一 致 す るの で あ る 。 その よ う な 、 底 本 と摺 異 を示 す 部 分 にお
いて 、 時 に 、 「三 譯 總 解 」が 、溝 洲 文 語 の 規 範 的 な 語 形 とは 相 異 す る特 殊 な 語 形 を
見 せ る こ とが あ るが 、興 味 深 い 現 象 で あ る 。な お 、 「三 譯 總 解 」の 底 本 問 題 等 の 詳
細 につ い て は 、近 刊 の 拙 論 を 参照 され た い 。
(3)「 八 歳 児 」1巻
 現 伝 の版 本 は 、乾 隆42年 丁 酉(1777)に 、金振 夏 の 監 修 に よ っ て 重 刊 され た もの
で あ る が 、 そ の 原 刊本 は 、 「清 語老 乞 大 」等 と共 に 、1703年 に 刊 行 され た 。 しか し、
本 書 の 由来 は さ ら に 遡 る こ とが で き 、 「訳 官 上言 謄 録 」 己 卯(1939)5月11日 に は 、
本 書 が もと女 真 学 の 用 書 で あ っ た もの を 、 申繼 黯 に よ っ て 滿 洲 字 に 写 出 され た 旨が
記 され て い る 。
「本 學 中有 才 申繼 黯 、(中 略)傳 来 珊 本 中 所謂 巨 化 ・仇 難 ・八 歳 皃 ・小 見 論-尚
書 等 五 冊 、以 清 書 寫 出 而 清 旁註 質 之 」
本 書 の 原 典 に つ い て は 、 い ま これ を詳 らか にす る 術 を持 た な い 。
(4)「 小 児 論 」1巻
 現 伝 の 版 本 は 、 乾 隆42年 丁酉(1777)に 、金 振 夏 の 監 修 に よ って 重 刊 され た も の
で あ るが 、そ の 原 刊 本 は 、上 の3書 と共 に 、1703年 に 刊 行 され た 。 しか し、木 書 の
由来 が 、 さ らに 古 く女 真 学 に まで 遡 る こ とは 、上 の 「八 歳 児 亅 と同 様 で あ る 。
 本 書 の 原 典 等 に つ いて は 、 『八 歳 児 」の 場 合 と同 様 、女 真 学 用 書 がす べ か ら く逸
書 に属 す る現 状 に お い ては 、 これ を詳 らか に す る 術 を持 た な い 。 た だ 、 この こ とに
関 連 して 、一 言 付 言 して お くべ きこ とは 、既 に 閔(1964)が 指 摘 した と ころ の よ う
に 、 本 書 と大 同 小 異 の 内容 を有 す る漢 文 の 「小児 論 」が 存 在 す る とい う こ とで あ る 。
す な わ ち 、清 学 書 の 「小 児 論 」は 、金 国 ・あ るい は 朝 鮮 で 独 自 に 創 作 され た もの で
は な く 、漢 籍 か らの 翻 訳 に す ぎな い 。閔(ibid.)は 、敦 煤 変 文 中 に 見 出 だ され る
「孔 子 項 託 相 問 書 」 と称 す る一 連 の 文 書 が 清 学 書 の 「小 児 論 」 と 相 似 した 内 容 を持
っ て い る こ と 、 さ らに 、漢 文 「小 児 論 」の 明 代 寓 暦 年 間 の 刊 木 が 伝 わ る こ と を 報 告
して い る 。漢 文 の 「小 児 論 」は 、相 当に 流 布 され た もの の 如 く 、 日 用類 書 の 類 い に
も しば しば 収 録 さ れ て い る4㌔ 清 学 書 の 「小 児論 」は 、 そ の よ うに 広 く伝 え られ て
い た 漢 文 の 「小 児 論 」 を 、 金 国 ・あ るい は 朝鮮 に お い て 、女 真 語 に 翻訳 した も の で
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あ っ た と 思 う 。
3.清 学 書 に現 れ た 滿 洲 字 とハ ン グル の 対 応 関係 と そ の 流 動
 滿 洲 字eに 対 す る2通 りの ハ ン グル 表 記 につ い て の 考 察 を 行 う前 に 、 まず 、清 学
書 にお け る滿 洲 字 と転 写 ハ ン グル の 対 応 関係 の 一 般 を示 す 必 要 が あ ろ う 。 こ こ で は 、
「三 譯 総 解 」を 例 に と り 、観 察 を行 うこ と とす る 。 本 論 文 で 取 扱 った 資 料 、す な わ
ち読 木 類 に 属 す る もの は 、資 料 相 互 の 問 に 、滿 洲 字 と転 写 ハ ン グ ル の 対 応 関 係 の さ
した る違 い は 認 め ちれ な い 。た だ 、本 論 文 で は 取 扱 わ な か っ た 、辞 書類 の 「漢 清 文
鑑 」の 見 出 し語 に 付 され た ハ ン グル 表 記 は 、読 本 類 の もの と は 面 貌 を一 新 して お り、
い くつ か の 滿 洲 字 に 対 して は 、異 な った 転 写 ハ ン グ ル を 使 用 して い る。 例 えば 、滿
洲 字fに 対 して 、読 本 類 に 属 す る資 料 は ハ ン グルエpを あ て る が 、辞書 類 の 「漢 清
文 鑑 」 は ハ ン グル 客 β を あ て る 。 この よ うな 清 学 書 間 の 転 写 ハ ン グル の 使 用 法 の違
いは 、 各 資 料 の 性 格 を解 明 す る うえで 、 いず れ 、取 扱 わ ね ば な らな い問 題 で あ る が 、
こ こで は 触 れ な い こ と とす る 。将 来 、 「漢 清 文 鑑 」に つ い て の 調 査 を終 え て か ち、
考 察 して み た い51
 「三 譯 総 解 」 の 滿 洲 語 ハ ン グル 表 記 に見 られ る 滿 洲 字 とハ ン グ ル の対 応 関 係 は 、














・m・ ・gi・o腱 ・レa―mar-・i(後 ろ)【1/1b川
・b・ ・m・ ・唱 メ初 レ・b― ・y・ 一 …(急 い で)11/1・/2亅
・embi・ 釧 ・ 一 一bi信 う)[1/2・ 川
・ ・ib・ ・ …1拷 ズi-・ ・一 ・ ・ 一 ・ ・(止 ど め て)
臼/1a/2亅
m・ ・in・ 呈 辺m・ ― ・i・(馬)i1/1a/6]
・ba・ 卑 りト'・-ba(こ こ)【1/1a/2]
sark藪:彦 孑sar-ku(知 ら な い)【1/2a/3亅
ji… gji・ 藪 ・ ・菩 砲j・ ・g―j… n(将 軍)
【1/2a/3】
b・ ・d・ ・甥b・ ・-d・ 稼`・)[1/1・ 川
・thai・ 甕 弓'・d―h・i(た だ ち 。・)【1/1・/5]
・ ・terem… ∂ノ彦仞 ・1'・ ・ ― ・ ・ 一 ・ ・-m・(い か1・)
[1/6a/5亅









… コ ・ ・
  :ヱ 田o
io:ユ 上io
・ ・ 伺 跚 ・ ・コ}刺 ・ 。 且―d・ ― …(な が ら く)田6a川
d・ib・leci・ 彳彫 うヌd・i―b・ 一 ・一・ 一 ・i
注)「 小 児 論 」 に は
ioi
《比 べ れ ば)13/8a/.1】
h穫i・ 刻hui(會)【6/1a/2】
… b・Q・ ・学bo・ ・(家 の)[1/・b/2」
  し § ・imao・ 刈 塗 ・aim・ ・ 慓 瑁)14/1・ 川
  se・1・ ・星8う ・ ・o― ・・(推 察 せ よ)[1〃 ・川
  he・ ・象hm・(侯)〔5〃b/1」
  bio:翌bio(有 る か)[1/6b/3亅
、 滿 洲 字 のioを 一ガyuで 転 写 し た 例 が 見 え る 。
・i・ ・g・i・ ・ha・ 労 ・財 ・1y・g― ・y・ ―h・
(が ち ょ う)[小 児 論:10b/4]
・子 …
   ・ヨy・i
i・W・ ・μ1-・ ・a
u




b・ ・引 号 ・y・i
cya9(許 昌)
b u  (呂 布) [1/肇b/書 」
  iow・i・ 孑 刻'・'y・ai(呉 越)【3/1・b川





k=ヲk/― 音節 初 頭
 :フ9/音 節 末
9ニ フ9








・imek・ ・レ)・仔 ・ レm・ 一 ・ ・(病)11/8b/3亅
m・ ・ambi・ 轄 り1m・ 一 ・am-bi(拒 む)[1/4・ 川
ma・9・i・ 喀 ・}ma9-gi(あ と)11/1・/61
k・ms()・{経k。m-・ ・(少 な い)【3/4b/6璽
・akd・ ・飼 一・ag-d・(老 い た)[1/1b川
gene… 刀 掴 ・ ・-n・ 一 ・ ・(行 ・ て)[1/1・/4】
        劉h・n―d・ ―m・ 信 う`こは)【1/7a/6」
t・ ・g-・ 髪{菱 … 一 … (躍・け)【1/1・ 川
・th・i・ 老 切'・d-h・i(た だ ち`・)田1・/5亅
d・hame・ ∫1一ず ・うd・ ―h・ 一 ・一(従 っ て)D/1・ 川
b・ ・eh・ ・明 司b・ ―n9―h・(送 っ た)[2・/1/1」
w・ ・ … g剣 砂 ・ ・ ・ … g幗 屏)M・/・]
・onj・me孝 ス回 ・ ・n-j・ ―m・(聞 く`・ は)【1/5・ 川
・ej… メ浬 ・ ・-j・ ・n(車)μ/1b/6」
蓉 ・sy(惹a・ ス戸 ・ya)
一23一
し 腑araha・ 彦μ 盻 須 ・ 一 ・y・ 一 ・ ・-ha(誤 ・ た)
[1/4a/4亅
・ス芦 ・yaa醂 ・bu・ … レ 匪 昇 ケ'・ ― ・y・ ― ・y・-b・ ―r・
(動 ヵ、―す一) 13/23b/31
… y(・a・ ヌ芦 ・ya)
       ・ ・)畳一 ・e溢 刎 ・・y()一 ―h・)…m・(特`こH1/3・朗
j:jy(ja:ス}二jya>
       」 ・k・ ・ヌトオj・ ・-k・(物)[1/4b川―
1 =ar     虱oho:」 乏―=弘ro―ho (躍要丿丿) [9/1b/1]
r・ 〃  f… fi彦 刻 ・ ・ ― ・・ ――pi(ふ り向 いて)【7/14b/2亅
y:y(ya・ ・ト'ya)
       yamun・・隠'ya-mUI1(衙 門)11/5a川
(iya・Fya)
       ・i・ ・lm・ ・桝 ・y・ ・-ma(人)【2/1b川
W・ ・(wa・ .外'・a)・(W・ ・羽'・ 。)
w・k・ ・9冴'・a―k・(～ で な し・)11/1・/3】
w・ ・羽'・ ・(誰)口/2a/2亅
〈・wa・ サ ・a)・(・W・ ・月 ・ 。)
   j・wan・ 継j・ ・a・(― 卜)[10/20・/6】
   suwe=剃suo(な ん じ ら)[2/1b/3]
(・W・ ・丁 外 ・ 一'o・)・(・W・ ・ブ 男 ・ … ・ ・)
   し ・w・ 身 外t・ ―'・a(見 ろ)卩0/26b/2】
手刻
     豺 ・1・・a・
       juwe:  jyu―,ue(二)卩0/18a/1】
k=用 例 な し
倉:フg   h百wal19 9ail      gai(黄 葢)15/16a/41
后 二川 例 な し
t6・C(し §a・ ヌ1-ca)
       扁 ・iya・9・刈 物ai'y・g(蔡 陽)【2/1・/2亅
dz=j(dza:ス1-ja)
       dungd・ … 髣 丕d・g-j・僅 卓)【1/4b川
Z・zy(乞U:今 ・yu)
       凵h・ 司 弁 ・i・y・(李 儒)11/1・b川




dy:用 例 な し
jy;用 例 な し
しぎi =.三乙-cu王
dzi:丕ju1
t・i・y剛 ム ねi一 ・胆(太 師)【1"a川
し ぎ i t ぎ i ;彡 五cu王 一cu1 (刺 史) 18/19a/61
d・iji・g・ 三 男 伽jig仔 敬)【3/4b/21
 上 の 表 か ら観 察 され る と こ ろの よ うに 、清 学書(「 三 譯 総 解 」)の 滿 洲 語 ハ ン グ
ル 表 記 は 、概 ね 、 償 記 され た 滿 文 の 字 面 に したが って 、滿 洲 字 を 一 つ 一・つ 機 械 的 に
ハ ン グル に 置 換 え た もの で あ るが 、 あ る滿 洲 字 に 対 して は 、 い くつ かの 異 な るハ ン
グル 表 記 が 行 わ れ て い る こ とが あ る 。い ま 、その よ うな 、 転 写 ハ ン グル の 一 様 さ を
欠 いて い る 場 合 の そ れ ぞれ につ い て 、若 干 の 説明 を行 い た い 。
(1)e
滿 洲 字eに は 、→oと_UIの2通 りの ハ ングル 表 記 が 見 られ る が 、 これ に っ いて
は 、次 章 で考 察 を 行 う。
(2)行
滿 洲 字 百に は 、Tuと フ→ueの2通 りの ハ ング ル 表 記 が 見 られ る 。 嚢が そ の いず
れ で 転 写 さ れ る か は 、 百の 前 の 子 音 字 に よ っ て 、 決 定 さ れ る 。 「三 譯 総 解 」 に お い
て は 、 滿 洲 字nは 、 子 音 字k,g,h、 お よ びyの 後 に しか 現 れ な い が 、 k,g,
hの 後 の 場 合 に はTuで 転 写 され 、yの 後 の場合 に は 爿ueで 転 写 され る 。 こ の現
象 に っ い て は 、す で に 、池 上(1950,1954,1963)が、 「漢 清 文 鑑 」 等 を 資 料 と して 、
詳 細 な 研 究 を 行 っ て お り 、 こ こ で 再 論 す る 必 要 は な い 。
(3)玉o
 ioに は 、-1Lyoと 万yuと ユLioの3通 りの ハ ン グ ル 表 記 が 見 られ る 。 ほ と ん
ど の 場 合 は 、ヱioと 転 写 され て お り 、」広yoと πyuは 、 ご く ま れ に 、 漢 語 か ち
の 借 用 語 に つ い て 用 い られ て い る に す ぎ な い 。ハ ン グ ル 表 記Try uの 例 は 、 滿 洲 字
の 文 字 連 結ioの0に 対 し て 、 ハ ン グ ル ノー Oを 当 て ず にTUを 当 て て い る 点 が 注 目
さ れ る 。 しか し 、 こ の よ う な 表 記 は 、 こ の 資 料 で は 、 上 に 挙 げ たlioi bu
(呂 布)と い う 語 に し か 見 ら れ な い 。 一 方 、 池 上(1950,1954」963>・今 西 〈1958>
崔(1969)・ 成(得84>は 、 辞 典 類 に 属 す る 「漢 清 文 鑑 」 に お い て は 、 文 字 連 結
ioのoに 対 して ハ ン グ ル 厂ーuを 当 て た 形 で あ る「げyu,― 十iuと い う 転 写 が 多 く
現 れ る こ と を報 告 して い る 。
8)・i・mbi・ 著 ・1・y・m―bi〈 寒 さが 骨 ま で 透 る)[灘 文 鑑 ・217・ 亅
9)bi・ 叫bi・ 侑 る か)[漢 清 文 鑑 ・17・・]
cr―)bio=婁bio〈 有 る か)[三 譯 総 解:1/6b/3亅
清 学 書 に よ る こ の よ うな 表 記 の違 い の 原 因 に つい て は 、 さ らに 考 察 を要 す る 。
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(4)uwa,uwトe
uwa,uweは 、了Pua,アlueの よ う に 一 字 で 転 写 さ れ る 場 合 と 、丁9}-u-
'oa ,丁 刻u―'ugの よ うに 二 字 で 転 写 され る 場 合 の 二 通 りが あ る 。 こ の 現 象
に つ い て も 、池 上(1950」954」963)の研 究 が あ り、再 論 の 必 要 は な い が 、 そ こで
は 、こ の 書 分 け が 滿 洲 語 の 音 韻 上 の 区別 ・あ る い は 音 声 的 な 差 異 を表 した もの で あ
ろ う と 、述 べ ちれ て い る 。
                          6 ,
4.滿 洲 字eに 対 す る2通 りの ハ ン グル 表 記 につ い て の 考 奈
 前 章 に お い て 述 べ た とこ ろの よ うに 、清 学 書 に お いて 、 滿 洲 字eは 、普 通 、→g
で 転 写 され るが 、一 部 の 語 に現 れ るeに つ い ては 、,UIで 転 写 され る こ とが あ る 。
い ま 、読 本 類 か ら 、滿 洲 字eが ハ ン グル,UIで 転 写 され た 全 語 例 を抽 出 す る と、以
下 の とお りで あ る 。
(1)「 三 譯 総 解 」10巻
1)必 ず_u1で 転 写 さ れ る もの











:oリ ム'ai-su1(～ の で は な い か)
・り杉 司b・ ― 曲 ― ・ ・ 褪 く)
:門 老7まbe―sulr-gen〈 寝 台)
・刎 曲 ㎜ ・ ・(～ だ ろ う)
=彡 多}d田 冖ri(～ か ら)
刻 を ・ ・ ― ・ 瞑(こ な ご な に)
・句 ムh・ ― ・ 田(旨)













t・tendere・ 彡梶 翊t・ ―t・n― 曲 ― ・ ・(～ す る 限 りは)3例
B.漢 語 か らの 借 用 語






















・efu   ・ム 彳 ・臓一 ・・(師 傅}       2例
seng    :4rsulg(生)             26例
2)→gと_u1の 両 方の転写 が見 られ るもの
 複 数 を表 示 す る接 尾 辞 ―se―(～ ら 〉のeに 対 す るハ ン グ ル 表 記 に は 、→oと 一
皿の 両 方 が 見 られ る 。 まず 、 ―seが 刈s9で 転 写 され る 例 は 、 全 部 で31例 で 、次
の よ うな 用 例 が 見 られ る 。
b・t・r・ ・e・ 別一髣 ズ弛 ・-t・-rus・(勇 者 ら)
ese      二の スう'e-se(この 者 ら)
9・cuse  ・孑 身 刈9・ ― ・y・ 一 ・・(友 ち)
juse   婿 メうj・ ・一 ・・ 仔 供 ら)
mergese ・望 フ粥m・r― ・ ・一 ・・(智 都)
merg・nSe:鬼 姻m。 ・一 ・ ・n-・ ・(儲 ら)
muse  ・貂 弛 世 ・ ・ 俄 ら)
一 方 、 ―seが ムsu1で 転 写 され る例 は 、6例 で 、次 の用 例 が 見 られ る 。







・・琳 到'・ ― ・y・
・・}メト ム'a-・ya
・e・ 刈 そ ム ・ai
 【6/25a/1亅








  su1(李 典 ち)[2/10a/6亅
s田i(嫂 ら の)【2/18b/4]
SUI(嫂 ら)【2/19b/41
jug S田(蔡 中 ら)
tesei   目 ろlt。 一 ・面(彼 ちの)【9/6b/6]
tgoo in se           in SUI(曹 仁 ち)[9/17b/5亅
ち な み に 、 複 数 の 接 尾 辞 ―seの 異 形 態 で あ る-saに 対 し て 、=ムs繊 と 転 写 し た
特 殊 な 例 が 、1例 だ け 見 え る 。
jiyangji・ 面 ・a・ 茗 砲 ムj・ ・g―j… n・ 田(将 軍 ら)
           [6/6b/21
 この よ うに 、複 数 の 接 尾 辞 一seは 、 「三譯 総 解 」で は 、刈sgと ムSUIの2通
りに 転 写 され て い る が 、上 の 用 例 を見 る限 り、 どの よ うな 場 合 にノ→seと 転写 され 、
また ムSUiと 転 写 され るか は 、予 測 す る こ とが で きな い もの の よ うで あ る 。 た だ 、
二 三 の 例 外 を 除 いて 、 大 体 、そ れ が 前 の 語 に連 綴 され る 場 合 に は刈sgで 転 写 され 、
前 の 語 と分 綴 され る場 合 に は ム,Smで 転写 され る傾 向 を認 め る こ と は で き る が 、十
分 に 環 境 を指 定 す る こ とは む ず か しい 。
(2)「 清 語 老 乞 大 」
A.滿 洲 語 固 有 語
・ise  ・・リム'ai-su・(～ の で は な い か) 2例
一27一
b・dere一 岡 翊 ・・―曲 ―・・(退 く)    8例
d・r・  ・彡司dr・ ・(～ だろう)     11例
d・ ・i  ・彡の 面 ―・iく ～から)     1例
fusc・i 考 ム司pu-一 ―・i(山 ㈱     1例
hengke   考 ヲうh呶9-ke(瓜)           3例
hese  ・う払h・ ―・叭 旨)       1例
se-     :メSUI(言 う)             121例
―se       ;ノ・suI(～ ら)                 97例
一
sebder' ・瑁 翊 ・ ・b―d・ ・`―r'(陰)    2例
… e・dere・ 曜 翊 ・・一 ・・n-・ ㎝ ― ・・(～ す る限 りは)2例
useri   :」争、ム 多 ・'u―s田 一ri(ざ くろ)       1例
B.漢 語 か らの 借 用 語
cuse     :斎―ムcyu―SI慧(竹 子)            2例
dengjan  :」髫属ヒdulO-jyan(燈盞)          2例
di・gse ・弓 ムdig― …(頂 子)      2例
feise    :彡 ムpgi―su1〈坏 ―子)          1例
fengse   :」凶 メpe9―s田(盆 子)            1例
0'
91se     :フ1ムgi―su1(妓 子)             1例
hiyase   :詐 ∠ゝ hya―su1(匣 子)           10例
・・wa・gse・ 君 ムk・a9― ・田(筐 子)     1例
Ieose    :彡≡∠ンruIo-s田(樓 子)            3例
ma・e   ・・ト.ムma-・ 田(麻 子)       2例
puseli ・手 ム 中 ・・一 ・田 ― ・i(舗 子 裡)    3例
sefu     :丕 ―考・SUI-pu(師 傅)            8例
wase     3γ △'oa-su1(瓦 子)            3例
 な お 、 「清 語 老 乞 大 」に お い て は 、複 数 の 接 尾 辞 の ―seは 、前 の 語 と分 綴 され
る場 合 だ け で な く 、連 綴 さ れ る場 合 に も 、大 体 、ムsu1と 転 写 され る 。
nehu seb・ ・晦 ム ・1・ ・ ―}1u・ 田 ―b・(女 中 ら を)[6/22b/1]
muse   ・孑 ムm・ 一 ・ 田 俄 ら)I1/1。a川
andase   =せ ジトム'an-da-su1(朋 友 ら)臼/15a/3】
た だ し 、juseの 一 語 に 関 して だ け は 、 そ のseは 、刈soと 転 写 さ れ る 。
juse  ・列 」yu-・ ・(子 供 ら)B/9b/2】
(3)「 八 歳 児 」






・三 司 翻 一 ・ ・ 〈～ だ ろ う)







B.漢 語 か らの 借 用 語
… sel・ ・ak・ 躯 彡紛 子 … o-… ― ・a-・a―k・
(鍵 を か け な い;yoose=鑰 匙)     1例
(4) 「小 児 論 」
A.滿 洲 語 固 有 語
b・dere- ・彬 彡lb・ ー 伽 一 ・・ 褪 く)
dere  ・翊d田 ― ・・(～ だ ろ う)
se-     :メSU1(言 う)
B。 漢 語 か ら の 借 用 語





 上 の単 語 一 覧 か ら看 取 され る こ とは 、滿 洲 字eに 対 す る ハ ン グ ル 表 記 の 書 き 分 け
が 、 清 学 書 ご と の 若 干 の 相 違 は あ る もの の 、ほぼ 単 語 に よ り一 定 して い る こ とで あ
る。 この 点 か ら 見 て 、 この 書 き分 け は 、転 写 の際 の 単 な る 書 き誤 りに よ る もの で は
な く 、何 らか の 滿 洲 語 の 発 音 上 の 差 異 を表 そ うと した もの で あ る と考 え られ る 。 い
ま 、 この 現 象 に つ いて 、若 干 の 考 察 を加 え る こと とす る 。
中 世及 び 近 世朝 鮮 語 にお け る ハ ン グル →9と_UIの 音 価 は 、現 代 朝鮮 語 の それ と
さ した る相 違 が な か った もの と思 わ れ る 。 「訓民 正 音 」解 例 本 の 制 字 解 に は 、
「→(9)與 一(U1》 同 而 口 張 」
「_(旧)舌 小 縮 而 聲 不 深 不 淺 」
とあ る 。 こ こ で 、 ロ張 ・舌 小 縮 とは 、 それ ぞれ開 口 度 ―及 び 舌 の 前 後 に関 して 言 っ
た も の で あ ろ う 。 した が っ て 、 ハ ン グ ル →o・_1uは 、 中 ・近 世 朝 鮮 語 に お い て も 、
現 代 朝 鮮 語 と同 様 、 それ ぞれ[0]―[攤]の 音 価 を持 って い た もの と考 え られ る 。
 この よ うに 推 定 され た 、中 ・近 世 朝 鮮 語 に おけ るハ ン グ ル →e・_u1の 音 価 か ち 、
清 学 書 に見 られ る滿 洲 字eに 対 す る2通 りの 表 記 は 、 こ の 滿 洲 字 が 、 あ る場 合 には
[g]の 音 緬 を持 ち 、 また あ る場 合 に は[醐]の 音 価 を 持 っ て い た こ と を表 す もの
と 、一 応予 測 す る こ とが で き る 。 しか し、 こ こで 問 題 と な るの は 、清 学 書 の 滿 洲 語
ハ ン グ ル 表 記 が 、朝 鮮 語 に 対 す る表 記法 とは 異な った 別 個 の 体 系 を 有 して い た 可 能
性 で あ る 。清 学 書 の ハ ン グル 表 記 は 、同 時 代 の朝 鮮 語 資 料 に お け る表 記 体 系 と異 な
―29―
った 面 を確 か に 持 って い た 。例 えば 、前 章 で 述 べ た よ うに 、 「三 譯 総 解 」の 滿 洲 語
ハ ン グ ル 表 記 に は 、滿 洲 字 特殊 字 母 の 乞 を転 写 す る の にハ ング ル ムzが 使 わ れ て い
るが 、
1・)1i… 司 弁 ・i・y・(李 儒)11〃 ・川
こ の ハ ン グル は 、 朝 鮮 語 の 表 記 に お いて は 、 この 時 代 に は す で に廃 用 され て い た も
の で あ る 。 「三 譯 総 解 」中 の 朝 鮮 語 訳 文 に お いて も 、 この 文 宇 は 現 れ て い な い 。 こ
の よ うに 、清 学 書 の 滿 洲 語 ハ ン グル 表 記 は 、 当時 の 朝 鮮 語 の 表 記 体 系 と は 、 必 ず し
も一 致 しな い 面 を持 っ て い た の で あ る 。 した が って 、叙 上 の 滿 洲 字eに 対 す る2通
りの ハ ン グル 表 記 の 問 題 は 、 さ らに 、清 学 書 独 自の 表 記 体 系 に 照 ら して 、 す な わ ち 、
清学 書 に お い て 滿 洲 語 の表 記 に 当て ちれ た ハ ング ル の 使 用 状 況 全 般 に鑑 み て 検 討す
る必 要 が あ る 。
 清 学 書 に お い て 、 ハ ン グ ル_uIは 、 滿 洲 字sy,し ぎi,dziの 転 写 に お い て
も 用 い ら れ る 字 母 で あ る 。
1D・ytu   :ム 彳 ・瓢 ―t・ 伺 斟[三 譯 総 解 ・1/4・川
12)tぎiし ぎi   :五 丕.cuI―cu1(刺 史)[三 譯 総 解:8/19a/6]
注 〉 た だ し 、 こ の 部 分 は 、 「満 文 三 国 志 」 で はsysy、 ま た 、 「滿 漢 合 壁 三
國 志 」 で は し6isyと な っ て い る 。
響3)f・d・i  ・孑 丕P・ ―jm(夫 子)[小 児 論 ・1/1a/3]
この こ と か ら 、滿 洲 宇eが 時 に ハ ング ル_UIで 転 写 され て い る現 象 は 、 そ れ が 時 に
は 滿 洲 字sy,tぎi,dziと 同 一ーの 、 また は 近 似 した 音 価 を持 って い た こ と を
表 す もの と 推 測 され る 。 と ころ で 、滿 洲 字sy,tぎi,dziは 、漢 語 か らの 借
用 語 を表 記 す る た め に 作 られ た い わ ゆ る特 殊 字 母 に 属 す る もの で あ るが 、 こ の3者
は 、 そ れ ぞ れ 、
sy=(ピ ン イ ン 方 案 の[s日 に 該 当 す る 漢 字)四 、 思 、 司 な ど 、
t6」=(ピ ン イ ン 方 案 の[c冂 に 該 当 す る 漢 字)慈 、 次 、 此 な ど 、
dzi=(ピ ン イ ン 方 案 の 【zi】に 該 当 す る 漢 字)滋 、 子 、 資 な ど 、
を表 記 す るの に 用 い ち れ る 。 この こ とか ら 、清 学 書 に お い て 、滿 洲 字eに 対 し、時
に 、特 殊 字 母sy,tぎi,dziに 当て るの と 同 じハ ン グ ル_UIを 当て て い る現
象 は 、滿 洲 字eが 、漢 語 の 「四 、思 、司 、… 」な どに 含 まれ る 母音 と近 似 した 音 価
を持 つ 場 合 が あ った こ と を物 語 る もの と言 え る 。す な わ ち 、滿 洲 字eが 、 多 くの 場
合 に お い て は[e]の 音 価 を持 って いた が 、時 に は 高 母音[丑]あ る いは[旧]の
音 価 を 持 っ こ と も あ っ た こ とを示 す もの で あ ろ う。
 す で に 、崔(1969>・ 成(1981」984)、 にお いて も指 摘 され て い る よ うに 、 滿 洲 字
eが ハ ング ル 田で 転 写 され るの は 、sやdな どalveolarの 子 音 に 後 続 す る 場 合 に
多 い 。 この よ うな 環 境 に お いて 、高 母音 化 の 現 象 が 起 こ る こ とは 、十 分 に可 能 な ご
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と と 考―え ら れ る 。
っ ぎに 、叙 上 の 推 測 に対 す る傍 証 を 、滿 洲 語の そ の 他 の 資 料 に求 め る こ とに す る 。
滿 洲 語 に 関 す るそ の 他の 資 料 は 、滿 洲 字eに2通 りの 音 価 が あ っ た こ と を 、十 分
に は 伝 えて い な い 。 「清 文 啓 蒙 」 ・ 「欽 定 清 漢対 音 字 式 」 ・ 「増 訂 清 文 鑑 十 二 字 頭 」
等 の 漢 字 注 音 の 中 に は 、滿 洲 字eが 、時 に 高 母音[1]あ る い は[田]の 音 価 を持
っ こ とが あ った こ と を伝 え る よ うな もの は 見 当た ち な い 。
M)e:悪[e],se:塞[se]な ど[清 文 啓 蒙=巻1]
15)e:額[e],se=色[se]・ 塞[se]な ど[欽 定 清 漢 対 音 字 式]
ま た 、Ada鵬(1873)、11arlez(1884)等の 滿 洲 語 諸 文 典 の 記 述 に も 、 こ の 現 象 を
伝 え る もの は 見 当 た らな い 。
 また 、滿 洲 語 の 口語 を調 査 した 諸 家 の 報 告 に も 、 そ の よ うな 現 象 を認 め る こ とは
で き な い 。 た と え ば 、Py皿HeBb(1912)、 服 部(1937」941)、 河 野(1944)
等 に は 、 こ の 現 象 は 記 述 さ れ て い な い 。 愛 琿 滿 洲 語 を 調 査 し た 王(1984)も 、 母 音
eに つ い て 、
 「o的 舌 位 介 于[田]与[e]之 間 」p.55.
とは 伝 え るが 、 こ の 母 音 が 、時 に は[e]の 音 価 を持 ち また 時 に は[Ul]の 音 価 を
持 っ とい う こ と ま で は 、述 べ て い な い 。 また 、黒 龍 江 省 富 裕 県 三 家 子 屯 の 滿 洲 語 口
語 を調 査 した 清 格 爾 泰(1982)の 報 告 に も 、叙 上 の 現 象 は 見 られ な い 。
 し か し 、Shirokogoroff(1924)の～欠 注 記 は 、 滿 洲 字eが 、 時 に は 、 漢 語 の 「四 」
の 母 音 と近 似 し た 音 価 を 持 つ こ と を 伝 え て い る 。
「 ξ…-has no equivalent in[ng日sわand is a very"back"e:so蹴eti団es it
aPProaches to the Russian sound望 in s五n (son)or Chinese sound i
涌 sl σour).」P.IV.
こ の 記 述 は 、 用 例 な ど が 示 さ れ て い な い の で 、 不 明 瞭 で あ る を 免 れ え な い が 、 お
そ ら く 、こ れ は 、滿 洲 字eが 時 に 高 母音[翌]あ る い は[田]の 音 価 を持 っ こ とが
あ った こ と を伝 え る もの と思 われ る 。
 ま た 、最 近 、季 永 海 ・他(1989)が 富 裕 県 三家 子 屯 の 滿 洲 語 口 語 に つ い て 行 った
報 告 に お い て も 、
 「e可 以 与 田 自由 変 読jP.6.
と 、滿 洲文 語 のeが 時 に高 母 音[u1]の 音 価 を持 つ こ と が あ る こ と を伝 え る記 述 が
見 られ る 。
 最 後 に 錫 伯 語 口 語 の 例 を 挙 げ る 。 「錫 伯 語 簡志 」 、 「錫 伯 語 口 語 研 究 」 に よ れ ば 、
滿 洲文 語 のeは 、錫 伯 語 口語 に お い て 、だ い た い9に 対 応 して い る 。 と こ ろ が 、時
に 、高 母 音 のiで 現 れ る場 合 が あ る 。
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(以 下 の 錫 伯 語 口語 は 、





















上 、 西(滿 洲 文語 で は 東)
き ちめ く
世 話 をす る
占 領 す る
書 き記 す
ほ こ ろ び る
破 れ る
あ え ぐ
等 級 、～ な ど
乾 く
言 う
腸 を お お う汕
に ら
車
上 の 語 例 の ほ か 、 さ ら に 、
語 で はderi)が 、-diriと い う異 形 態 を 持 つ こ と を 伝 え て い る 。
 こ の よ うに 、錫 伯 語 に お いて 、滿 洲 文 語 のeが 高 母 音iで 現 れ るの は 、d・j―
s・ 蓉な ど 歯 音 系 の 子 音 に 後続 す る場 合 に 多 い よ うで あ るが 、 こ れ は、 滿 洲 字eが 、
そ の よ うな 環 境 に お い て は 、時 に高 母音 化 す る こ との あ った 可 能 性 を示 唆 す る もの
で あ り 、清 学 書 で 滿 洲 字eが ハ ン グル,ulで 転写 され て い る こ と と同軌 の 現 象 で あ
る と考 え られ る 。
蓉uwaselembi刷 毛 で 塗 る,印 刷 す る
tem§embi  争 う
ujel1     重 い
jembi     食 べ る
「錫 伯 語 箇 志 」p.43に は 、 離 格 助 詞 ―dori(滿 洲 文
5.結 論
 以 上 、 本 論 文 に お い て は 、清 学 書 に お いて 、滿 洲 字eに 対 して2通 りの ハ ン グル
表 記 が な され て い る現 象 を と りあ げ 、考 察 を試 み た 。各 章 に お いて 得 られ た 結 果 を
略記 す る と以 下 の とお りで あ る 。
まず 、 第2章 に お い て 、清 学 書 読 本 類 の 書 誌 的 概 要 を述 べ た あ と 、第3章 で 、
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「三 譯総 解 」 を例 に と り、 清 学 書 読 本 類 に お け る 滿 洲 字 と転 写 ハ ン グル の 全 般 的 な
対 応 関 係 を観 奈 した 。 その 結 果 、清 学 書 の 滿 洲語 ハ ン グ ル 表 記 は 、概 ね は 併 記 され
た 滿 洲 文 字 をた だ 単 に ハ ン グル に 置 換 えた だ けの 、転 字 的 な 性 格 の 強 い もの で あ る
が 、 あ る滿 洲 字 に 対 しては 、い くつ か の 異 な るハ ン グル 表 記 が 見 られ る こ と が あ る
こ と が確 認 され た 。
 っ ぎに 、第4章 で は 、こ の よ うな 特 殊 な 場 合 の 中 か ら 、特 に 、 滿 洲 字eに 対 して
2通 りの ハ ング ル 表 記 が な され て い る現 象 を取上 げ 、考 察 を行 っ た 。 まず 、清 学 書
読 本 類 か ら 、滿 洲 字eが 一 田 で 転 写 され た 全 語例 を抽 出 ・提 示 す る こ と に よ って 、
こ の よ うな 滿 洲 字eに 対 す るハ ング ル 表 記 の 書分 け が 、各 清 学 書 ご との 若 干 の 相 違
は あ る もの の 、ほ ぼ 単 語 に よ り一 定 して い る こと を確 認 した 。 つ ぎ に 、清 学 書 に お
い て 、ハ ング ル ーu1が 、滿 洲 字 特 殊 字 母のsy,tぎi,dziの 転 写 に も用 い ち
れ る 字 母 で あ る こ と に着 目 し 、滿 洲 字eが 時 にハ ン グル_luで 転 写 され て い る叙 上
の 現 象 は 、滿 洲 字eが 時 に 特 殊 字 母のsy,tぎi,dziと 近 似 した 音 価 を持 っ
場 合 が あ った こ と を示 す もの で あ る こ と を指 摘 した 。 そ して 、特 殊 字 母 のsy,t
ぎi,dziは 、 そ れ ぞれ 、漢 語 の(sy)四 ・思 ・司 、(tぎi)慈 ・～欠 ・此 、
(dzi)滋 ・子 ・資 な ど を表 記 す るの に用 い られ る 字 母 で 、 高 母 音の[五]を 含
む もの と考 え られ る こ とか ら 、滿 洲 字eに 対 す る 叙 土 の 書 分 け は,滿 洲 字eが 、時
に 高 母 音の 口]あ る いは[田]の 音 価 を持 つ こ とが あ っ た こ と を示 す もの と推 測
した 。そ して 、 さ ら に 、そ の よ うな 推 測 が 、滿洲 語 日 語 に つ い て のShirokogororf
(1924>お よび 季 永 海 ・他(1989)の 報 告 や 、錫 伯 語 口 語 の ―一部 の 単 語 に お い て 、
滿 洲 文 語 のeが 高 母 斎で 現 れ る事 実 等 に も 、傍 証 を得 る こ とが で き る こ と を 述 べ た 。
   注
1)ま た 、転 写 ハ ン グル の 区別 が な され て い る場 合 に お い て も 、 編 纂 の 際 に 基 づ い
た 底 本 が未 だ 十 分 明 ら か で な い資 料 の 場 合 に は 、 そ の ハ ン グル 表 記 が は た して どの
満 洲 字 に 対 応 す る もの で あ るか を判 断 す る こ とは 難 しい 。 成(198のp.39に お い て
述 べ られ て い る よ うに 、 「同文 類 解 」の下 巻11aに は 、 「寺 院 」 が ハ ン グ ルムSUI
で 転写 され て い る が 、 これ は 、滿 洲 語 綴 字 のseを 転 写 した もの で あ る の か 、sy
を 転写 した もの で あ る の か 判 断 しが た い 。 「同文 類 解 」 で は 、一 般 に 、滿 洲 語 綴 字
のseに 対 して は ム の 、ま たsyに 対 して はfの ハ ン グ ル 転 写 を 与 え るが 、 「同 文
類 解 」の底 本 の 一 つ と考 え られ る 「広 彙 全書 」【1/20a]に は 、 「寺 sy」 と な っ
て い るこ とか ち 、 「同文 類 解 」中 の 「寺 院 」の△ は 、あ る い は 、 滿 洲 語 綴 字 のsy
を 表 記 した もの で あ る か も知れ な い 。
2)「 清 語 老 乞 大 新 釈 序1、 「重 刊 三 譯 総 解 序 」 、 お よ び1三 譯 総 解 原 序 」の 記 載
に拠 る。
―33―
3)こ の 拙 論 ・ 「 『三 譯 總 解 ・底 木 考 ・は ・ 咤 叶 ・履 呈 ・ げ ル タイ学 報]第2
号(ソ ウ ル:1he A―taic Society of Korea)に 掲 載 され る 予 定 で あ る 。
4)ruchs{冊66)の 口 絵(・TArH13)お よびPP.78-80個o,142-145)に は 、漢 文 の 「小
覺 論 」 を収 録 した い くっ か の 日用 類 書が 挙 げ られ て い る 。 ま た 、東 京大 学 の 東 洋 文
化 研 究 所 に 所 蔵 され る 「新 鐫 卓 吾 先 生 通 考 指 掌 雑 字 」 個o.子/類 書/132)と 題 す る
H用 類 書 に も 、漢 文 の 「小 児 論 」が 収 め られ て い る 。
5)各 清 学 書 の 転 写 ハ ン グ ル の 使 用 の 実 態 と 、清 学 書 閻 の 相 違 に っ いて は 、成(掬
84)に 、比 較 的 詳 しい 調 査 が 行 わ れ て い る 。
6)清 学 書 に お いて 滿 洲 字eに2通 りの ハ ング ル 表 記 が な され て い る現 象 に つ いて
言 及 した 過 去 の 研 究 は 、以 下 の 通 りで あ る 。
 清 学 書 の ハ ン グ ル 表 記 を 、滿 洲 語 音 韻の 研 究 資 料 と して は じめ て 利用 した 池 上
(1950」954」963)は 、ハ ン グル 表 記 が 一 様 さ を欠 い て い る3つ の 場 合(滿 洲 字0、
io、uwa-uweに 対 す るハ ン グル 表 記)に っ い て の 考 察 は 行 った が 、滿 洲 字
eに 対 す る書 分 け に つ い て は 扱 わ な か った 。清 学 書 に 滿 洲 字eに 対 す る書 分 け が 見
え る こ と を初 め て 報 告 した め は 、今 西(1958)で あ るが 、 そ こ で は 、1漢 清 文 鑑 」
の ハ ン グ ル 表 記 に つ い て 次 の よ うに述 べ られ て い る 。
・[・II・1'・ 又 は ユ'田
(中 略)「 滿 ・細 」 で は 殆 ど 皆ol'gを 使 う 。 例 え ば[e]はol'g、[eng]
は 励 ・9、[… 9]は 招 ・ ・D、[teng]は 亳 ヒ ・9、[b・i]は ・η
bei、[sen]は ス註sel1の 如 き で あ る.た だ[sembi]に 限 り.(se.
・eme・ ・ehe等 の 変 化 形 を 含 む)必 ず 」≧'・ ・を 使 う ・ム ・ … 珂 一 一
m・ ・刳 ・ 一 一 ・ ・の 如 き で あ る.し か し[・ ・nse]辻 とka・ ― 跚
の 如 き も 見 当 り 、 探 し た ら こ の 類 もな お あ ろ うか と 恐 う が 、 大 休 に 於 て す べ て ・う
'eで あ り、 た だ[sembi]だ け が 、9-'田 で あ る こ と に は 例 外 が な い 。 こ
の 理 由 は 分 ら な い 。(後 略)」p.43.
次 に こ の 現 象 に つ い て 言 及 を 行 っ た の は 、 崔(1969)で あ る が 、 そ こ で は 、 今 西
(ibidjと 同 じ 「漢 清 文 鑑 」 を資 料 と して 、滿 洲 語 のseやdeと い う音 節 中 のe
に 対 して 、ユ'u1の ハ ン グ ル 表 記 が 多 く現 れ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
 金(1973)は 、 「清 語 老 乞 大 」 を主 な 資 料 と して 、 満 洲 字eに 対 す るハ ン グ ル 転
写 の 書 分 け の 実 態 を報 告 して い る 。
 さ ち に 、津 曲(1977」978)も 、滿 洲 字eに 対 す るハ ン グル 転 写 の 書分 け が 、 「清
語 老 乞 大 」に 現 れ 、 それ が 、単 語 に よ って 一 定 して い る こ と を 、述 べ て い る 。
 成(1981>は 、 この 滿 洲 字eに 対 す るハ ン グル 転 写 の 書 分 け の 問題 を 、 「同 文 類
解 」を資 料 と して 、考 察 し、滿 洲 字eが/1∬ で 転 写 され て い る例 が 、付 属 語 と して
用 い られ る語 に 多 く現 れ る事 実 を指 摘 した うえで 、
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dere・ 司 司d・ 一 ・ ・ 懶)嗣 文 類 解 上 川b亅
d・ ・e・ 彡 彡うd田 一 ・ ・(～ だ ろ う)洞 文 勳 峯下"9a]
この 表 記 は お そ ら く母 音 の 弱 化 を 示 す もの で あろ う と 、推 測 して い る。
 成(1984)は 、 こ の 問 題 を 、 さ らに 、 その 他 の 清 学 書 一般 に つ い て も 、調 査 し、
大 休 、 成(1981)と 同 じ 内 容 の 主 張 を 行 っ て い る 。
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